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朝日新聞社　朝日新聞の慰安婦報道と裁判
北野隆一　著

　2015年１月から２月にかけて、朝

日新聞社に対する集団訴訟が右派３

グループから相次いで起こされた。

きっかけは2014年８月５、６日に掲

載された「慰安婦問題を考える」と

題した特集記事。戦時中の朝鮮・済

州島で、女性を慰安婦にするため強

制連行したとする吉田清治氏（故

人）の証言を「虚偽」と判断し、記

事を取り消したことで、批判が高ま

った。

　14年８月の特集記事の取材班に参

加し、その後も慰安婦問題の取材を

続ける記者が、朝日新聞の報道と、

これに対する保守・右派の批判を訴

訟の経過に沿う形で記していく。さ

らに、社外有識者による「第三者委

員会報告書」や「米国での慰安婦像

撤去訴訟」「植村隆・元朝日新聞記

者の訴訟」についても詳報。朝日新

聞の慰安婦報道が日韓関係や国際社会に与えた影響とは。そして戦後75年

を経てもなお、置き去りにされる慰安婦問題の本質とは。克明な記録をも

とに徹底検証する。

定価／1900円（税別）　判型／四六判
頁数／552ページ　　　　　　　　　
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戦
前
、
部
落
問
題
の
解
決

に
か
か
わ
っ
て
組
織
さ
れ
た

教
育
は
融
和
教
育
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
融
和
教
育
は
、
全

国
水
平
社
の
創
立
（
一
九
二

『
研
究
ノ
ー
ト
「
徹
底
的
融

和
教
育
」』
と
し
て
公
表
し

た
（『
同
和
教
育
運
動
』
季

刊
一
一
号
、
部
落
問
題
研
究

所
、一
九
七
六
年
、所
収
）。

　

人
見
亨
の
「
徹
底
的
融

和
」
の
思
想
は
、「
戦
前
に

お
け
る
最
高
の
理
論
水
準
を

示
し
て
い
る
」（
馬
原
鉄
男

『
水
平
運
動
の
歴
史
』（
部

落
問
題
研
究
所
、
一
九
七
二

年
）
水
平
社
第
一
三
回
大
会

（
一
九
三
五
年
）
の
「
人
民

的
融
和
」
の
考
え
方
に
導
か

れ
た
も
の
で
あ
る
。「
徹
底

的
融
和
教
育
」
な
る
用
語

は
、
水
平
社
第
一
四
回
大
会

（
一
九
三
七
年
）
の「
要
求
綱

領
」の
中
に
登
場
す
る
が
、人

見
亨
の
主
張
は
そ
れ
以
前
に

な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。

　

で
は
、「
徹
底
的
融
和
教

育
」
と
は
ど
う
い
う
教
育

か
。
人
見
亨
は
、
こ
れ
は

「
被
圧
迫
部
落
解
放
の
為
に

必
要
な
る
体
系
的
知
識
及
び

技
能
を
把
握
さ
せ
る
事
を
も

っ
て
目
的
と
す
る
所
の
教
育

上
の
方
策
」
で
あ
る
と
定
義

し
、
部
落
の
あ
る
小
学
校
で

は
、「
教
師
は
科
学
者
的
態

度
を
も
っ
て
臨
み
…
科
学
追

及
の
小
戦
士
を
養
成
す
る
決

心
を
持
つ
べ
き
」
こ
と
、
部

落
を
も
た
な
い
小
学
校
で

は
、
教
師
は
「
各
教
科
教
材

を
百
パ
ー
セ
ン
ト
唯
物
論

的
、
科
学
的
に
取
扱
」
う
こ

と
、
水
平
社
の
組
織
し
た
少

年
部
で
は
、「
極
左
的
ア
ジ

プ
ロ
、
観
念
的
宣
伝
活
動
を

厳
に
い
ま
し
め
、
児
童
本
来

の
童
話
や
遊
戯
等
に
対
す
る

好
み
を
よ
く
指
導
者
は
理
解

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
こ
と
を
提

起
し
て
い
る
。
戦
後
の
民
主

的
な
同
和
教
育
の
構
想
に
つ

な
が
る
萌
芽
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
、
戦
前
の
到
達
点

と
し
て
注
目
す
べ
き
主
張
で

あ
る
。

人見亨と未発の
� 「徹底的融和教育」

全水100周年を迎え、考えること⑤

部落問題研究所理事　梅田　　修

年
）
で
あ
る
。
人
見
亨
は
、

「
新
興
教
育
京
都
支
局
」
の

活
動
家
、

田
中
部
落
で
の

「
養
正
少
年
団
」
の
組
織
者

・
指
導
者
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。「
養
正
少
年
団
」
の

活
動
と
意
義
に
つ
い
て
は
、

小
川
太
郎
「
田
中
子
ど
も
会

覚
え
書
き
」（『
部
落
』
一
六

五
号
、
部
落
問
題
研
究
所
、

一
九
六
三
年
）
／
梅
田
修

「
人
見
亨
の
思
想
と
実
践
―

『
養
正
少
年
団
』
に
よ
せ

て
」
（
部
落
問
題
研
究
所
編

『
京
都
の
部
落
問
題
２
―
近

代
京
都
の
部
落
』
、
一
九
八

八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

こ
こ
で
は
、
人
見
亨
が
構

想
し
た「
徹
底
的
融
和
教
育
」

に
ふ
れ
る
。
人
見
亨
の
遺
品

の
中
か
ら
「
ノ
ー
ト
」（
一

九
三
六
年
執
筆
）
が
見
つ
か

っ
た
。「
ノ
ー
ト
」
に
は
表

題
は
な
い
が
、
そ
の
内
容
と

未
発
表
で
あ
る
こ
と
を
考
慮

し
、
ご
遺
族
の
了
解
を
得
て

二
年
）
と
そ
の
運
動
の
発
展

に
対
応
し
て
支
配
者
側
に
よ

っ
て
発
想
さ
れ
た
教
育
で
、

一
九
二
七
年
～
一
九
二
八
年

頃
に
成
立
し
た
。
融
和
教
育

は
、
一
九
三
七
年
の
日
中
全

面
戦
争
の
開
始
と
そ
れ
に
伴

う
戦
時
体
制
の
急
速
な
確
立

と
い
う
事
態
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ

的
に
変
質
さ
せ
ら
れ
、
文
部

省
『
国
民
同
和
へ
の
道
』

（
一
九
四
二
年
）
の
発
刊
以

来
、
同
和
教
育
と
い
う
名
称

に
変
え
ら
れ
た
。

　

同
和
教
育
は
、「
同
胞
一

和
」
の
名
の
も
と
に
部
落
住

民
を
い
っ
そ
う
徹
底
し
て
侵

略
戦
争
に
動
員
す
る
た
め

に
、
ま
さ
に
「
戦
場
に
お
け

る
平
等
」
―
基
本
的
人
権
を

侵
害
す
る
こ
と
に
お
い
て

「
平
等
」
な
道
を
追
求
す
る

教
育
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
融
和
教
育
と
闘

っ
た
教
員
の
一
人
が
、
人
見

亨
（
一
九
〇
四
～
一
九
六
四

挨拶にたつ田中金一・人権岡山代表

岡山

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
生
活
に
大
き
な
影
響

人
権
の
視
点
か
ら
も
拡
充
を

人
権
岡
山
が
岡
山
市
と
緊
急
懇
談

　

積
年
の
課
題
で
あ
る
岡
山

市
の
部
落
問
題
解
決
の
到
達

点
の
認
識
に
つ
い
て
亀
井
局

長
は
「
結
婚
問
題
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
差
別
意
識
の

解
消
が
課
題
」
と
こ
れ
ま
で

の
考
え
を
述
べ
る
に
留
め
ま

し
た
。

　

し
か
し
近
年
、
市
へ
の
結

婚
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実

態
で
は
な
く
市
民
の
「
差
別

意
識
」
を
理
由
に
特
別
視
す

る
政
策
を
取
り
続
け
て
い
ま

す
。

岡
山
市
が
「
差
別
意

識
」
を
根
拠
づ
け
る
「
人
権

問
題
に
関
す
る
市
民
意
識
調

査
」
で
も
、
回
答
を
誘
導
す

る
恣
意
的
な
設
問
だ
と
指
摘

し
ま
し
た
。

　

岡
山
県
で
は
同
様
の
意
識

　

地
域
人
権
運
動
岡
山
市
連

絡
会
（
人
権
岡
山
）
は
７
月

30
日
、
岡
山
市
市
民
協
働
局

と
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。
人

権
岡
山
か
ら
田
中
金
一
代
表

ら
三
役
が
対
応
し
、
中
島
純

男
県
人
権
連
議
長
が
同
席
。

行
政
側
か
ら
亀
井
良
幸
局

長
、
中
西
信
行
次
長
な
ど
５

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

調
査
を
整
理

し
、
結
婚
の

文
言
を
削
除

し
た
状
況
を

伝
え
、「
市

も
人
権
課
題

全

体

の

中

で
、
部
落
問

題
の
位
置
付

け
を
整
理
す

る
時
期
で
は

な

い

か

」

と
。
コ
ロ
ナ

対
策
な
ど
も

追
及
し
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
平
和
行

進
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
６
・
９
行
動
で
の
署
名

活
動
な
ど
核
兵
器
禁
止
を
求

め
る
行
動
は
各
地
域
で
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、今

年
も
横
須
賀
市
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
原
爆
展

が
７
月
11
日
か
ら
８
月
７
日

に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

広
島
市
立
基
町
高
校
の
生

徒
の
皆
さ
ん
が
被
爆
者
の
体

験
を
聞
き
取
り
描
い
た
「
原

爆
の
絵
」（
複
製
）
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
８
月
７

日
に
は
「
あ
の
日
を
描
く　

高
校
生
た
ち
の
ヒ
ロ
シ
マ
」

Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
上
映
さ
れ
ま
し

た
。�

（
横
須
賀
支
部
）
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A．慰安婦問題のー・
本質とは何かー。

裁慰朝
判安日

婦新 J

報聞
道の I

と
に

一ー`
＿ヽ

朝
日
新
聞
を
相
手
に
起
き
た

「
三
つ
の
訴
訟
」
や
、

「
慰
安
娠
像
撤
去
訴
訟
」

「
掻
村
隈
氏
の
訴
訟
」

「第
一＿＿
者
委
員
会
報
告
書
」

2
0
1
4年
8
月
の

悧
日
新
問
・
慰
安
婦
問
題
検
証

記
卓
の
執
箪
に
お
加
し、

一連
の
訴
訟
や
保
守
・
右
派
の
動
き
も

徹
底
取
材
し
て
き
た
記
名
に
よ
る

克
明
な

記
録
。

絹
8
絹
聞
編
集
蚤
●

北
野
隆

蝸日新聞出蔭
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